
（１）　「６　工事落成の予定期日」及び「７  希望する免許の有効期間」について

（２）　「８　無線従事者免許証の番号」について

（３）　「１３　電波の型式並びに希望する周波数及び空中線電力」について

総務省　電波利用　電子申請・届出システムLiteによる入力方法について（開設の場合）

この欄には何も入力をしないでください。

電波の型式（一括記載コード）は該当するもの一つだけを選択します。 送信機の定格出力が５Ｗの場合でもこの空中線電力欄は１０Ｗと入力します。

（参考）無線局免許状に記載される数値は次のとおりです。

１０Ｗ

５０Ｗ

１００Ｗ

２００Ｗ

※１２００ＭＨｚ帯を超える場合はこのとおりではありません。

－ ２

無線従事者免許証を確認し、間違いの無いように入力してください。

（例） （ハイフンの後の枠内は空欄とします。）ＡＸＮ９０５９２→

ＡＡＢＨ０９０１２－２→

ＡＸＮ９０５９２

ＡＡＢＨ０９０１２ （免許証の再交付を行っているためハイフンの後の枠内にその数字を入力します。）

－

資料
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（４）　「１６　工事設計書」及び「送信空中線の型式」について

変調方式は、次のように入力をします。電波の型式Ａ１Ａや附属装置による電波の型式は入力の必要はありません。

ここをクリックすると工事設計情報入力

画面に切り替わります。

保証の対象となる送信機の場合、この欄にはチェックを

しないでください。

※保証の対象となる送信機

ＪＡＲＬ登録機種

自作機

キットの送信機

海外製の送信機（トランシーバー）

技術基準適合証明機種に附属･付加装置を接続した場合

移動する局の場合、送信空中線の型式欄は必須ではありま

せん。

※ＨＦ帯の低い周波数帯を希望される場合、｢単一型、八木

型」を選択された場合、単一型は２８ＭＨｚ帯より高い周波数

帯を示すものであり、八木型のみでは対応しないこともあるた

め、実際に準備されているアンテナを選択してください。

（例）ダイポール、ワイヤ、その他無指向性アンテナ等

送信機の番号を入力します。

送信機が発射可能な周波数であり、申請者の無線従事者免許証の資格で

運用可能な周波数帯を選択します。

占有周波数帯幅欄は、通常は何も入力しません。

希望する周波数帯と電波の型式の組み合わ

せは間違いのないようにしてください。

変調方式備考欄は送信機の取扱説明書をご確認

のうえ入力を行ってください。

「∨」（プルダウンメニュー）をクリックし、表示されたもの

から該当する変調方式を選択します。
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（５）　申請手数料等画面について

送信機の終段部に搭載されている終段管名称とその個数を入力します。

終段管の名称欄に入力した素子にかかる

電圧をそれぞれ入力します。

終段管の名称欄に入力した素子による定格出力をそれぞれ

入力します。

また、一つの素子で複数の周波数帯に利用されている場合

には次のように入力してください。

（例）１４４及び４３０ＭＨｚ帯を一つの素子で対応していて、

定格出力が異なる場合の入力は次のとおりです。

なお、電圧欄の入力は一つで結構です。

□ ２０Ｗ □ １０Ｗ

送信機系統図を電子申請ファイル内に添付した場合、チェックをします。

忘れずにチェックをしてください。

項目「１３」で入力した空中線電力の最大の数値を入力し、

「手数料自動計算」をクリックしてください。相応の手数料

額が自動的に入力されます。

無線局免許状の受取方法を選択します。

２４ＭＨｚ帯以下の周波数の空中線電力が１０Ｗを

超える場合には「□有」にチェックが必要です。

※周波数測定装置は、海外の標準電波を受信し、

その標準電波により周波数の校正ができます

から、この条件を満たすことになります。

（海外標準電波）

ＷＷＷＨ（ハワイ），ＢＰＭ（中国），ＨＬＡ（韓国）など。
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（６）　電子申請ファイルの保存について

https://e-application.jard.or.jp/hosho/input_new.php

”アマチュア局の保証” が必要となる場合、

「入力内容保存」をクリックし作成した電子申請ファイルをパソコン内に

保存してください。

※ 総務省へは「送信」をしないでください。

「アマチュア局の保証願書（開設）」から必要事項を入力していただき、

当協会宛アップロードしてください。
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